
【テンプレート３】

活動評価シート（AARサイクル型）項目案

· 実施日・活動名：
· 参加者（役割）： 学校（教職員・児童生徒）、地域（ボランティア等）、推進員（コーディネーター）

【1. 見通し（Anticipation）：事前のねらいと目標】 
☆熟議などを通じて事前に共有したビジョンを記入します。
· 育てたい子どもの姿
活動を通じて、子どもたちにどうなってほしいか？
（例：社会課題を自分事化する、多様性を尊重するなど、群馬県の5つの学習者像との関連）
· 学校と地域のWin-Win
学校の「こんな困りごと・願い」と、地域の「こんな資源・特技」をどう掛け合わせたか？
· 【ブランク欄】今回の独自の目標
（各自治体・学校のフェーズに合わせて自由に設定するチェック項目）

【2. 行動（Action）：活動の実績と気づき】 
☆煩わしい作業にならないよう、活動後すぐに簡易記入できる記録欄とします。
· 活動の概要
実際にどのような活動を行ったか。
· 役割分担の機能
学校・地域・推進員の役割分担は計画通りに機能したか。子どもたちのエージェンシー（主体性）が発揮される場面はあったか。

【3. 振り返り（Reflection）：対話による次へのステップ】 
☆「計画通りできたか（Check）」という厳格な評価ではなく、関係者による対話を通じた定性的な振り返りを行います。
· うまくいったこと・子どもの変化
 活動中の子どもたちの様子や、地域住民・教職員の間に生まれた良い変化は何か。
· 難しかったこと・気づき
準備や当日の運営で難しかったこと、想定外だったことは何か。
· 次に向けてどうするか
この気づきを、次回の活動や次年度の「学校運営の基本方針」・年間計画にどう反映させるか。
